
機構制度の単位申請対象学会になる為の申請条件および提出書類 

 総会学術大会における教育講演等の聴講単位申請については、個別の教育講演の審査

の前に、聴講単位申請が可能である学会等（単位申請対象学会）となることが必要です。 

単位申請対象学会への申請条件及び提出書類は下記の通りです。 

申請された学術大会は都度委員会で審議し、単位対象学会として認めるかを判断します。 

審査には時間を要しますので申請をされる際は、開催までの期間を十分配慮して申請く

ださい。 

 

【学会の総会学術大会の条件】 

総会学術大会の場合は以下[1]及び[2]の条件を満たすことで申請が可能です。 

[1]学会または総会学術大会に関する条件 

①以下の条件のいずれかを満たすこと 

1）総会員数における皮膚科医数が 1/3以上いること 

 2）総会学術大会の参加者数における皮膚科医数が 1/3以上いること 

 3）理事、役員における皮膚科医数が 1/3以上いること 

②上記①の条件に当てはまらないが以下の条件のいずれかを満たす場合は別途考慮す                

 る。 

 1）学会の構成上、他科やコメディカルが多く割合的には 1/3に満たないが、皮膚科

医の会員が 50名以上いること 

  2）同様に総会学術大会の参加者数の皮膚科医が 50名以上いること 

3）慣例により総会学術大会の会長の役割が数年に 1度、皮膚科医が担当すること 

  4）その他、皮膚疾患にも関連する講習会等の個別実施などの事情がある場合はその

実績等も考慮する。 

[2]その他審査条件 

上記①または②の条件に加え、直近数年間の総会学術大会の開催プログラムにおいて、

皮膚科関連の演題数も審査の対象。 

なお、総会学術大会が企業共催のみの場合は、日本専門医機構の基準を満たさないため

申請不可とする。 

 

 

 



【学会内の地方会等の条件】 

地方会等の場合は、学会本体が単位申請対象学会として認められており、以下[3]及び[4]

の条件で申請が可能です。 

[3]地方会等の参加人数等の条件 

1）申請する地方会等に概ね 50名以上の皮膚科医が参加している場合。 

2）申請する地方会等に皮膚科医の参加が 50名を満たせていない場合は、提出書類の他

に、当該地方会等に皮膚科医が参加する重要性についての事情書提出が必要。 

 

[4]その他条件 

地方会等終了後に皮膚科医の参加人数（概算不可）の提出ができること。 

状況により、皮膚科医の参加者名簿の提出を求めることがある。 

 

【提出書類】 

・過去の大会の概要（プログラム等）の提出（原則３年分） 

・過去の出席者人数および同出席者の中の皮膚科医の人数 

・今回のプログラムにおいて、皮膚科関連の講演数と全体の講演数 

・下記が分かる内容の書類（自由記載） 

  ＊参加がクローズドになっていないか 

  ＊主体となる学会がある場合は、全体の会員数、皮膚科医数、日本の皮膚科医数等 

 

 

なお、単位申請対象学会は数年に一度見直しをし、状況に応じて改正することもある。 

 

また上記諸条件に合わないが、皮膚科医が会長をする個別の大会等については個別審議の

対象となる場合がある。 

 

 

 


